
 

 

 

お知らせ 

６月～10 月の丸山公園はイベントが盛りだくさん。ぜひ、お越しください。 

6 月  １日(木) ～  ６月 11 日(日)   しょうぶまつり 
6 月 24 日(土) ～  ７月 9 日(日)  丸山公園写真展 
７月 15 日(土) ～  ８月 20 日(日)  昆虫写真展 
9 月 23 日(土)             月のおはなし  
9 月 23 日(土) ～ 10 月  １日(日)  上尾自然学習館利用団体合同作品展示会 

10 月  ７日(土) ～ 10 月 22 日(日)   上尾の昔・くらし展 上尾の摘田・畑作用展 
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親子で学ぶ生物多様性 
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◆日 時：10 月７日（土）10 月 8 日（日）9 日（月）、 

各日９時 30 分～12 時・13 時～15 時 
※3 日間の中で 2 回参加できる人 

◆定 員：20 人 

 ※小学生以上で小学生は保護者同伴 

◆受 付： 9 月 15 日(金)から自然学習館、窓口 

🔶参加費：昆虫標本により２０００円～ 

 

 

 

 

フラワー 
アドベンチャー 

天文台・天文科学教室では 
①7 月 22 日（土）  流星群とすい星のお話 

②7 月 31 日（月）  夏休み太陽特別観望会 

～８月 10 日（木）         （期間内の晴れた平日） 

③8 月 8 日(火),    先生方のための太陽黒点観察法研修 

９日(水)  （対象は教職員,２日とも同じ内容） 

④9 月 23 日（土） 月のお話 

◆申し込み 

①は 6 月１日から電話で 

（市外の方 翌日から） 

②は当日本館で申し込み  

 ③は当日昼までに電話で 

④は８月１日から電話で（市外の方 翌日から） 

 

◆日 時：７月 29 日（土）９時 30 分～1２時 

雨天の場合 30 日（日） 

◆定 員：8 人 

（小学校中学年以上の児童生徒とその保護者） 

◆持ち物：筆記用具 

◆服 装：夏の屋外で活動しやすい服装（帽子、汗拭き、虫よけ等） 

◆申込み：６月１日（木）より電話で（市外の方 翌日から） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き物がお互いにどのようにかかわり合って生活

しているのか、丸山公園の自然の中で観察します。 

竹トンボを作ろう 
 学習館の竹林の竹を使い、よく飛ぶ竹トンボを作ります。 

◆日 時：８月１９日（土） 

     9 時 30 分～12 時 

◆定 員：10 人（小学生以上、小学生は保護者同伴） 

◆参加費：100 円 

◆持ち物：軍手または革手袋（作業用） 

◆服 装：汚れてもよい服装 

◆申込み：7 月１日（土）より電話で（市外の方 翌日から） 

 

 

 

 

オリジナル万華鏡を作ろう 

 
◆日 時：８月１２日（土）10 時～11 時 30 分 

◆定 員：12 人（小学生以下は保護者同伴） 

◆参加費：350 円 

◆申込み：７月１日（土）より電話で （市外の方 翌日から） 

 

昆虫採集と標本箱作り ① ② 

１日目：公園内で昆虫を採集し、標本にします。 ２日目：標本箱を手作りし、完成させます。 

① ，② 2 回実施します。どちらか参加できる回を選択してください。 
どちらも両日参加できる方が対象です。 
 

◆日 時：①１日目／７月 1 日(土)９時 30 分～15 時（雨天の場合、翌日に順延） 

２日目／7 月 15 日(土)９時 30 分～12 時 (雨天実施) 
 

②１日目／７月 22 日(土)９時 30 分～15 時（雨天の場合、翌日に順延) 

２日目／８月 5 日(土)９時 30 分～12 時 (雨天実施) 

🔶申し込み ① ②とも ６月１日(木)より電話で  

（市外の方 翌日から） 

◆定 員：各回８人 

◆対 象：小学生以上で２日間とも参加できる人 

※小学生は保護者同伴 

◆参加費：２００円 

◆持ち物：１日目／捕虫網、虫かご（持っている人）、 

         防虫スプレー、昼食、水筒 

     ２日目／菓子箱（縦 30cm 以下、横 50cm 以下、 

         深さ６～8cm くらい） 

◆服 装：帽子、活動しやすい服装 

 

 

夏休みもの作り教室①

 

夏休みもの作り教室② 

自然観察会 
◎開催日：毎週土曜日・日曜日 ※雨天実施 

     （自然学習教室の開催日を除く） 

◎時 間：午前は 10 時 30 分から。 

午後は１時 30 分から。 

     所要時間は約１時間。 

◎受 付：当日、自然学習館の受付にて。 

     午前は10時から。午後は１時から。 

◎参加費：無料 

グリーンアドベンチャ－ 
丸山公園内に約30 分間で 1 周できるグ

リーンアドベンチャーコースがあります。

コースを巡りながら名札の付いている木

について学んだり、番号札の付いている木

の名前を答えるという、自分が主体となっ

て木を学習する仕組みです。いつでも体験

できますので、どんどんチャレンジしてく

ださい。自然学習館の受付で午前９時から

午後４時まで受け付けています。 

各教室の申込みについて 
◎受付初日市内在住の方：９時～17 時 

２日目から市外の方可 

◎教室申込：電話で申し込んでください。 

（電話：048-780-1030） 

◎有料の教室：参加費は教室当日ご持参くだ 

さい。（欠席の場合、ｷｬﾝｾﾙ料を頂く場合有） 

◎雨天中止と記載されていない教室は、すべ

て雨天でも実施します。 

 

 

 

自然学習館では、自然学習館

周辺で自然観察を行っていま

す。四季おりおりの自然を身近

に感じられる楽しいひととき

を、自然学習指導員と一緒に過

ごしてみませんか。 

子供から大人までどなたで

も参加できます。 

自然学習館周辺の、四季折々

の花の名前と花言葉を探すア

ドベンチャーです。令和３年６

月からスタートしました。自然

学習館の受付で午前９時から

午後４時まで受け付けていま

す。いつでも体験できますので

ぜひチャレンジしてください。 

草木染教室 

 
◆日 時：9 月１５日（金）  

9 時 30 分～12 時 

◆定 員：８人 

◆参加費：2000 円 

◆持ち物：エプロン、ゴム手袋、 

使用済みタオル 

◆服 装：汚れてもよい服装 

◆申込み：8 月１日（火）より電話で（市外の方 翌日から） 

 

 

 

 

自然素材を使って楽しむ草木染 

ファンタジックな万華鏡を作ります。 

レジンで昆虫標本作り（超短縮コース） 
 

※この教室は電話ではなく、窓口受付のみです。 

 



豆 知 識 

日本
に ほ ん

の国
こく

蝶
ちょう

はオオムラサキですが、県
けん

蝶
ちょう

（埼玉県
さいたまけん

の蝶
ちょう

）はミドリシジミという小さな蝶で

す。ミドリシジミの幼虫
ようちゅう

はハンノキの葉
は

を食べて成長
せいちょう

します。埼玉県にはハンノキが広
ひろ

く分布
ぶ ん ぷ

し

ており、県内
けんない

でミドリシジミを観察
かんさつ

することができます。丸山
まるやま

公園
こうえん

にもハンノキが生育
せいいく

しており、

ミドリシジミの姿
すがた

を見
み

ることができます。 

１ ミドリシジミについて 

ミドリシジミはシジミチョウ科
か

に属
ぞく

し、大きさは約
やく

4 センチメートル

で、雄
おす

の翅
はね

は美
うつく

しく緑色
みどりいろ

に輝
かがや

きます。雌
めす

の翅は黒地
く ろ じ

で青
あお

い紋
もん

のあるも

の、赤
あか

い紋のあるもの、紋のないものなど様々
さまざま

な個体
こ た い

があります。雌雄
し ゆ う

と

も、翅
はね

の裏側
うらがわ

は薄
うす

い茶色
ちゃいろ

で細
ほそ

い白
しろ

い帯
おび

があります。卵
たまご

はハンノキの幹
みき

や

枝
えだ

に産
う

み付
つ

けられ、そのまま冬
ふゆ

を越
こ

します。春
はる

になると卵からかえった幼

虫は、新芽
し ん め

の中に入り込んで若葉
わ か ば

を食べ、大きくなると葉を巻
ま

いて中に隠
かく

れます。葉が硬
かた

くなる前の５月中 旬
ちゅうじゅん

から６月中旬の時期
じ き

に蛹
さなぎ

になり、

その後８月初旬
しょじゅん

ころまでに成虫
せいちゅう

になります。成虫はハンノキの葉は食べ

ずに、栗
くり

の花の蜜
みつ

や桑
くわ

の果実
か じ つ

などの果汁
かじゅう

を吸
す

って生活しています。ミドリシジミは、平成
へいせい

３年
ねん

に

「県
けん

蝶
ちょう

」に指定
し て い

されました。 

２ ハンノキについて 

ハンノキは、カバノキ科
か

ハンノキ属
ぞく

の樹木
じゅもく

で

す。日本では北海道
ほっかいどう

から九 州
きゅうしゅう

、沖縄
おきなわ

まで全国
ぜんこく

に分布
ぶ ん ぷ

しています。水辺
み ず べ

を好
この

み、湿地
し っ ち

や水田
すいでん

の

畔
あぜ

に見られ、川辺
か わ べ

や湿原
しつげん

等
など

の水気
み ず け

が多
おお

い土地
と ち

で森林
しんりん

をつくる数少ない樹木
じゅもく

として知
し

られています。

普通
ふ つ う

の樹木は土
つち

の中
なか

に水分
すいぶん

が多いと酸欠
さんけつ

状態
じょうたい

になってしまうのですが、ハンノキは耐水性
たいすいせい

があ

り、湿地
し っ ち

でも生きていけるのです。昔
むかし

から田
た

の畔
あぜ

に植
う

えられ、稲
いね

のはざ掛
か

け用に利用
り よ う

されてき

ました。また、木炭
もくたん

の材料
ざいりょう

にもなりました。油分
ゆ ぶ ん

が多
おお

く生木
な ま き

でもよく燃
も

えるため、薪
まき

としても

使用
し よ う

されました。現在
げんざい

では植栽用
しょくさいよう

の樹木
じゅもく

として、公園
こうえん

の池
いけ

のそばなどに植
う

えられています。樹皮
じ ゅ ひ

や果
か

実
じつ

は、褐色
かっしょく

の染料
せんりょう

としても使われています。 

３ 蝶と食草 

食
しょく

草
そう

とは草食
そうしょく

動物
どうぶつ

、とくに草食性
そうしょくせい

の昆虫
こんちゅう

が食
た

べる植物
しょくぶつ

のことで、蝶の場合
ば あ い

、幼虫
ようちゅう

の時期
じ き

はその種
しゅ

ごとに食べる植物が限
かぎ

られています。これが多くの種
しゅ

がぶつからずに生息
せいそく

できる「棲
す

み

分
わ

け」にもつながっているのです。ミドリシジミはハンノキ、オオムラサキはエノキ、モンシロ

チョウはアブラナ科のキャベツ等
など

、ナミアゲハはミカン類
るい

、ジャコウアゲハはウマノスズクサ、

ギフチョウはカンアオイというように、その植物しか食べないのです。このように種類
しゅるい

ごとに餌
えさ

とする植物が違
ちが

うため、自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

が豊
ゆた

かなほど植物の種類
しゅるい

や数
かず

も多くなり、多くの種
しゅ

の蝶が生育
せいいく

できるようになるのです。 
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